
◆おしゃれなステッキの始まり
「ステッキは、素敵なパートナーです」と、山田澄代さ
ん（サン・ビーム㈱ 代表取締役）は言います。
山田さんは、今では日常的に見かける、カラフルな柄の
あるステッキ、また折りたたみステッキを世に広めた先駆
者。そして、長らく忘れ去られていたシニアに必須のおしゃ
れアイテムとして、ステッキの価値を復権させた最大の功
労者と言っても過言ではありません。
日本で最初のおしゃれステッキ専門メーカーを創業し、
1996 年には東京都渋谷区富ヶ谷に、当時の日本で唯一の
ステッキ専門ショップ「ステッキのチャップリン」を立ち
上げました。当初は自ら現地で買い付けたヨーロッパの高
級ステッキやアンティーク・ステッキの輸入・販売を行っ
ていました。その後、オリジナル商品の自社開発に着手。
1999 年、GINZAシリーズが完成しました。
このステッキは、福祉用具業界にセンセーションを巻き
起こしました。手元は木製とアクリルの選べる 2種類。シャ
フトはアルミ製。洗練された上品な色彩と美しい図案が描
かれたもので、当時の日本では珍しい、おしゃれを全面に
出したステッキです。
特に、ストレートタイプと同時に開発した 5段折りたた
みは、カメラ用一脚を応用して作ったステッキで、手元を
持ってシャフトを放すと、簡単に 1本のストレートになり
ます。重さは約 260g、折りたたむと約 20cmになり、ハ
ンドバッグにも入るコンパクトなサイズで、携帯用として
初めて商品化された優れたステッキでした。
作家・田辺聖子さんは、「ステッキを必要とする熟年、
中年女性たちの渇望を癒してくれるような、ハイカラで美
しく、使って楽しくなるステッキが、まだ日本に出ていな
かった。やっと待望の美しいステッキにめぐりあったのは、
チャップリン山田さんに出会った時である」。さらに、「形
状、色彩、洗練されたハイカラ風味、まことに眼福という

ような美しいステッキ、それを用いて歩く足取りも軽やか
になるようだ。熟年文化、女性文化がやっと始まったとい
う気がする」と語っています。
山田さんは、創業当初から医療・福祉の専門機関などの
研究活動に協力を続けてきました。2004 年、武藤芳照（当
時・東大大学院教授）氏を世話人代表として発足された「転
倒予防医学研究会」に世話人として参加。予防介護の最重
要課題の一つである転倒事故抑止を目的に、分野や領域を
越えた専門家の学術活動や、社会に向けての情報発信から
実践的活動に力を注いできました。その転倒予防に寄与す
る優れた製品として、推奨品の第一号に「ステッキのチャッ
プリンのGINZAシリーズ」が選ばれました。
2004 年、東京新宿にあるヒルトン東京地下 1階に本社
とショップを移転。2012 年、大丸東京店 10 階にも専門
ショップをオープンしました。ショップ内は、見る人を飽
きさせない 1500 種類ものステッキを展示・販売。時には
アンティーク品を愛でながら、ゆったりとした時間を過ご
せるサロンでもあります。日本一のステッキ愛好家を自認
する山田さんのこだわりが、随所に現れている空間となっ
ています。

◆
しかし、それは最初から計画して作られたものではあり
ません。
山田さんは 3歳の時ポリオに罹り、高熱がさめた時には
左半身にマヒ。以来、松葉杖が手放せない生活が続きまし
た。その後は手術とリハビリの日々。5回目の大手術で、
やっと松葉杖から開放され、なんとかステッキだけで歩け
るようになりました。
今でも「家の中で、床に落ちた広告で滑ったり、絨毯の
2～3mmの厚さでもつまづいて転ぶんです」と話します。
現在もリハビリを続けないと、どんどん骨が弱くなり、油
断すると転んですぐに骨折へとつながります。ポリオのウ
イルスは、体が弱ると症状が出てきて、疲れやすく、倒れ
て動けなくなることも度々あると言います。
しかしハンデをものともせず、その度胸と天真爛漫な性
格から、大手生命保険会社でトップ・セールスレディにな
ります。私生活では結婚、出産、離婚も経験。持ち前のバ
イタリティーから様々な仕事をこなしてきました。
50 代半ば。引退前にもう一仕事したいと考えた時、「自
信を持って分かるものといったら、長年使っていたステッ
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キの事だけ」でした。
今まで、いくらドレスアップしてもステッキだけは同じ。
いろいろなところでおしゃれなステッキを探したが、気に
入ったステッキはありません。それなら「自分でお店を開
こう」と、57 歳の時「ステッキのチャップリン」を誕生
させたのです。「ステッキを身体のマイナス部分を補うも
のと考えないで、プラスのものと考えると、心もバリアフ
リーになります」と言い、その日の気分や洋服によって、
ステッキを選べる楽しさと自由さ。おしゃれの幅を広げる
ステッキで、外出の機会を増やし、行動的に行きたいとこ
ろに行く。ファッションという感覚で、楽しめるアイテム
としてのステッキを目指したのでした。

◆ステッキと生活文化
ステッキの進化や歴史を見ると、時代や人々の生活を映
す鏡のような一面を持っている事がわかります。
聖書や古事記など、文字として記録されるずっと以前か
らステッキはありました。古代エジプトやギリシャ、ロー
マの神々も様々なステッキを持つ姿が描かれ、ツタンカー
メンの遺跡からも数多くのステッキが見つかっています。
1本の棒であるステッキは、古来から足が弱った人や巡
礼などの長い距離を歩く歩行補助として用いられていまし
た。また、蛇や獣を追い払ったり、争いなどの武器や道具
としても使用されました。反面、神の宿るご神木のステッ
キや、信仰する神を表す装飾を施したり、民衆を従わせる
権威のシンボルとしてのステッキもあります。このように、
ステッキは人の営みの中で、ともに歩んできたのです。
長い歴史を経てきたステッキ。近代の日本を見ますと、
明治から大正時代は、紳士のおしゃれなアイテムと言えば、
大曲のステッキにシルクハット。他にも自然木を利用した
り、手元には象牙や水牛、貴金属を用いたりとステッキが
大流行しました。昭和初期の頃には、ハイカラな若者は、
ステッキをアクセサリーとして携帯するようになりました。
よく「うちのお祖父さんが持っていた」と耳にするのも、
この頃の話です。
ステッキは、おしゃれな大人の象徴でもあったのです。
もちろん体を支えたり、障害が生じた時には補助という大
切な道具としても用いられていました。
しかし、満州事変から第二次世界大戦を迎え、ステッキ

をおしゃれで持つ人は激減していきます。終戦を迎え、効
率優先の高度成長期に入ってからは、生活も合理性や利便
性が重視され、ステッキは実用一点張りの時代になってい
きます。研究・開発され、歩行補助での機能性は高くなり
ましたが、その反面「格好悪い」「年寄りのもの」などと
言われるようになりました。ステッキを使う事に抵抗を持
つ人が増えていったのです。
その頃、山田さんは自分用のおしゃれなステッキを探し

アンティ－ク・ステッキ
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仕込み杖－1
①バイオリン ②日本刀 ③絵の具セット ④望遠鏡

仕込み杖－2
①ウィスキーボトルとグラス ②パイプ（ブライヤー製）
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て、海外から購入していました。
ヨーロッパでは、ステッキ文化が脈々と受け継がれ、戴
冠式などの国家的儀式や、日常生活でも紳士や淑女のお
しゃれとして、ステッキは欠かせないものとして定着して
います。手元には、古典紋様や家柄を表した銀製ステッキ。
強さを鼓舞する虎や鷲、犬などの愛玩動物もステッキに飾
られています。
遊び心をくすぐる仕込み杖も数多くあります。散歩の途
中で一杯と、ウイスキーボトルとグラスの入ったステッキ。
サンドイッチとワインを持って、公園での会食に使うワイ
ンオープナー（コルク抜き）付ステッキ。チェスやダイスな
どのゲーム入りステッキ。どこでも座れる椅子にもなるス
テッキ。さらには、釣竿入りからバイオリンに早変わりす
るステッキなど。インテリアとして飾っておきたいものも
少なくありません。
山田さん所有の、エリザベス女王ゆかりのガラス製ス
テッキなど、しゃれた逸品の数々。古き良き時代のアン
ティーク・ステッキや、高度な技術を存分に使った高級な
工芸品。数百のコレクションからは、それぞれの時代や生
活を感じさせてくれるものばかりで、ステッキの奥深さを
知る事ができます。

◆
ちなみに、ショップの名前「ステッキのチャップリン」
は、世界一ステッキが似合う男と言われているC．チャッ
プリンにちなんで付けられ、ご遺族との間で正式な国際ラ
イセンス契約を結んで使用しています。
その象徴でもあるステッキですが、映画に出てくる時代
背景として、紳士や貴族は大曲や銀の手元を持つステッキ
を腕に、シルクハットという出で立ちで登場。しかし、
チャップリンの役柄は放浪者や労働者。立派なステッキを
持つわけにはいきません。そこで登場するのが竹のステッ
キ。みすぼらしく見えるホームレスであっても、紳士とし
ての威厳を保ち、反骨精神で貴族などを茶化し、権力者た
ちを笑い飛ばしたのです。
チャップリンの使用したステッキは寒竹という竹で、し
かも日本の職人が作ったものです。しかし、これはしなり
が強く、体を支えるような実用には向きません。チャップ
リンの日本びいきは有名ですが、運転手兼秘書として長く
務めた高野虎市氏の影響が大きかったと思われます。

◆ステッキ開発と布
ステッキ開発に重要な事は、機能と品質の確立。科学的
データに裏付けられた形で、障害のある人や高齢者の生活
の質の向上に役立つ、理想のステッキを開発する事を目指
しています。さらに、作り手が使い手でもある山田さんの、
経験と想像力が大きい事は言うまでもありません。
ファッション性を高めた手元に羽根の入った上級タイプ。
ミリ単位で自由に長さを調節できるステッキ。その他にも、
軽くて強いカーボンなどと、実用性が高く快適なステッキ
を作り続けてきました。いずれも、それまでの障害者や高
齢者のリハビリ用具としてしか見られていなかったステッ

キの概念を打ち破る独創的なアイデアであふれています。
同時に、神秘の紫色の木パープルハートを始め、伝統的
な竹の杖など、1本ものの高級天然木ステッキの製造も進
めています。天然木のステッキは今でも人気が高く、代表
的なのが唐木三大銘木と呼ばれる黒檀（コクタン）、紫檀（シ
タン）、鉄刀木（タガヤサン）。重硬で緻密でもあり、珍重
されてきた最高級の天然木です。
他にも稀少価値、鑑賞価値の高い天然木が多くあります。
杢の美しさや色、形が特徴の花梨の瘤。1万本に 1本とも
いわれる、ごく稀に黒色の紋様が現れる希少性の高い黒柿。
延寿という漢字が当てられ、病魔を払い寿命を延ばす縁起
の良い木エンジュ。世界の中心にそびえる木、世界樹と呼
ばれたり、人類はその木から生まれたという神話を持つト
ネリコ。椿や榊、鹿角など、自然の形をそのまま生かした
作りで、鑑賞用として美術品に匹敵するようなものもあり
ます。
世界最高、ステッキの王者といわれるステッキもありま
す。スネークウッドがそれです。蛇の鱗のような個性的な
斑紋が、重厚な印象を与えます。昔から王室や貴族などの
特別な階級のステータス・シンボルとして、また家宝とし
て愛されてきました。出材は南米ギニア周辺で、入手が非
常に困難な希少木で幻の木と呼ばれています。お使いの瀬
戸内寂聴さんは「木目の紋様は象形文字のよう」と表現さ
れています。手元を大きく曲げる技術、彫刻や彫金などの
趣向を凝らした装飾など、芸術性も高く、完成された高度
な工芸品は、多くの皇族関係者や著名人が使っています。
このように、いわれや物語を持つ天然木のステッキを調
べていきますと、さらにステッキの奥深さを知るという楽
しみにもつながっていきます。

◆
現在、実用性の高いステッキは、加工性に優れているア
ルミやカーボン製が多くみられます。
しかし、かつては茶や黒などの暗くて目立たない色柄が
多く、ファッション性に欠けていました。GINZAシリー
ズが登場し、ステッキが鮮やかなものに変わりました。マ
スコミも、ステッキを取り上げるようになり、今ではテレ
ビやファッション雑誌でも、おしゃれ小物としてステッキ
が使われるようになりました。街を歩くにも、必要として
いる人が恥ずかしくなく、気軽に使えるようになってきた
のです。
服装のおしゃれに合わせて、良いアクセントにもなりま
す。「街に出て、人に見せたくなるステッキ」と山田さん
は言います。また、このようなステッキを持つと人の心理
的なものまで影響し、1本のステッキだけで気持ちが明る
くなる事も珍しくありません。「おしゃれなステッキと一
緒に歩けば、心も足取りも軽やかになる」との、山田さん
の信念から出た挑戦と開発の成果とも言えます。

◆
時代は変わり、さらなる新たな開発が始まりました。そ
れは、今あるステッキのファッション性を損なわず、さら
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に耐久性を持つ。長く愛せるステッキです。量産も可能で、
しかも人の持っていないオリジナル性へのこだわりをも満
足させる事です。
そこで登場したのが布です。ステッキに布を使うという
事。アルミのシャフトに布を巻く事によって、新たなステッ
キが生まれました。
今までのステッキは、花柄などをシャフトにプリントす
るものでした。それによって、簡単に量産化できます。し
かし、ステッキはよく倒されたり、物に当たったりします。
その際に、傷などが付くと下のアルミの白い地色が出てし
まい、一気におしゃれ感が失われてしまいます。それを補
うためにシャフトに布を巻き、表面を特殊コーティングす
る事によって、より強化する事ができました。傷が付きに
くく、愛用のステッキを守る事ができるようになったので
す。またプリントしたものは、長く使用していると色落ち
や太陽によって日焼けしてしまうものもあります。それも
布を使用する事によって色の変化が少なくなり、問題が解
消されたのでした。オリジナル性についても、柄のある本
物の布ですので、必ず同じ模様が同じ位置にあるという事
はありませんし、まったく同じものは作れません。
色は実際の生地の色と違い、水に濡らしたような、しっ
とりとした仕上がりになりました。これによって、一見派
手な色柄でも、落ち着いた色彩で、大人らしい落ち着きを
持つステッキになりました。もちろん失敗もあります。メ

リハリのない色柄の布を使用すると、サンプル段階で何の
模様も見えないという事もありました。コーティング剤を
含む、試行錯誤を繰り返した結果、ついに長く愛用できる
新しいステッキができあがったのです。
現在では、ライセンス契約により、リバティファブリッ
クの布を使ったステッキも作っています。リバティとは、
英国のアーサー・ラセンビィ・リバティによって、1875
年に創業。1890 年代には、ロンドンで最もおしゃれな店
と言われるようになりました。アール・ヌーヴォー様式、
ウイリアム・モリスの文様や柄など、優美なプリントデザ
インで、今なおファッションの最先端に位置し続けていま
す。その個性的な色調と繊細な図案は、世界中でも大人気。
一部同柄の布製ストラップも作りました。英国紳士風、貴
婦人のステッキとして、さらに一歩前に踏み出したのです。
布の持つ素材感とステッキが、大人のおしゃれ、新しい
スタイルの可能性を引き出してくれたのです。

◆ステッキの使いこなし
美しい、素敵なステッキは体だけではなく、心を自由に
してくれます。また、「転ばぬ先の杖」「早めの使用は、賢
者の知恵」という言葉をよく耳にします。普段は必要なく
ても、旅行で長く歩く時だけでも活用すると、楽な事はも
とより、はずみで転倒する危険も減ります。長寿の秘訣は
歩く事で、そのためには転んでのケガは大敵なのです。
転倒 → 骨折 → 寝たきり → …という、負の連鎖を断
ち切る事が重要です。1本のステッキの値段と、骨折など
にかかる医療費との差を一度考えてみてください。
また快適で、良い姿勢を保つためには、ステッキの長さ
は非常に重要です。山田さんは「自分に合ったものを。体
に合わないステッキを使っていると、体のバランスが悪く
なり、かえって体を悪くしてしまいます。それによって、
歩くことが苦痛になり家に閉じこもってしまうという、負
の連鎖になってしまう」と、よく話されます。
長さは、山田さんの長い使用経験から、「ステッキを使っ
て歩いた時、両肩ができるだけ水平であることが大事」と、
身長の半分に 2～3cm足した長さを目安にしています。体
に痛みがある場合は、少し短めにした方が寄り掛かりやす
くて楽です。スタイルを良くみせるには、少し長めにして
背筋を伸ばして歩いてください。
長さ調節の付いているステッキは、靴の高低差や体調に
合わせて長さを変えると、より快適に使用できます。長さ
の合わないステッキに、無理して体を合わせていると肩や
肘、腰などを痛めたり、様々な障害が出てきます。1cm
違うだけでも、随分体感に差が出ますので、長さのわから
ない人は、早めに専門の人に相談する事をお勧めします。
折りたたみステッキは、携帯を目的にしたものです。バ
スや電車での移動、レストランなどで使わない時にコンパ
クトに折りたたんでおきます。しかし、折りたたむ必要が
ないのに日常使っていると、同じ靴を毎日履いているのと
同じで、ステッキが疲れてしまいます。ステッキのジョイ
ント部分に負荷がかかり、金属疲労を起こす事があります。

ステッキの手元の種類
①大曲 ② L型 ③T型 ④新型 ⑤大黒型 ⑥Y型
⑦アニマル

P－442 SEN’I GAKKAISHI（繊維と工業）Vol.69, No.12 (2013) （32）



近所への買い物やフォーマルな場では、扱いやすいスト
レートタイプを使う事をお勧めします。
また折りたたみステッキは、使用していない時は伸ばし
たままで保存する事。地震などの災害に備えて、折りたた
みを購入する人が増えていますが、折りたたんだまま何年
もそのままにしておくと、連結ゴムが伸びてしまいます。
いざ使う時にゴムが伸びていて、使用できない事もありま
すので注意してください。
おしゃれなステッキとして、季節や服装に合わせて何本
も持っている人が増えてきました。特に女性は、最低 3本
のステッキを使い分ける人が多いです。ストレートと折り
たたみと、3本目は冠婚葬祭用です。場によっては花柄で
は失礼にあたる場合もあります。ステッキを使う際、TPO
によって使い分ける事も必要となります。
足元の靴も大事なように、ステッキの先に付いている石
突ゴムも重要な要素です。今のように舗装されていない道
を歩く際、地面に突き刺しながら歩いた事から、石突とい
う名が付けられたそうです。かつての高級品は、ステッキ
の先に水牛の角などが使われていましたが、現在ではゴム
が用いられます。これは、滑り止めやステッキを突いた時
の衝撃緩和にも役立っています。しかし、磨耗しますので
交換が必要です。磨耗したものを使っていると、雨の日な
ど滑って転ぶ危険もありますので注意してください。
ステッキの付属品として、ストラップがあります。ステッ
キは、置く場所が少ないため、立てかけておくと倒れる事
がよくあります。そのために素敵なステッキの手元などが
割れたり、傷が付く事になります。ストラップを手首に付
けておくと、バッグなどから物を取る時に、置く場所を探
す事もなく、すぐにステッキから手を離して行動に移れま
すので、付けておく事をお勧めします。
体にあったステッキがあっても、使い方が正しくなけれ
ばいけません。まず、足腰のサポートのために使用するの
でしたら、カバーしたい足などの反対側の手に持ちます。
カバーしたい足とステッキを同時に出す事によって、足に
かかる加重をステッキが負担してくれて、楽に歩けるよう
になります。利き腕の反対側に持つ事になると、始めはな
かなかうまくいきませんので、練習が必要となります。
手元は、体重がステッキの中央にかかるように持ちます。
手元をしっかり握る事がポイントです。手元の端を持つと、
バランスが崩れやすくて危険です。ステッキに体をあずけ
るぐらい加重をかけたい人には、Y型という特殊な手元形
状のステッキがあります。この形状により、ステッキがしっ
かり体を受け止めてくれ、手のひらが痛みにくくなってい
ます。大黒型のような、手元を手のひらで全体を包むよう
に持つ特殊なタイプは、止まって立っている時に体の前方
で構え、体を支える役割をします。ちなみに、ヨーロッパ
の紳士が、このステッキを脇に挟んで歩くシーンが、映画
の中でもよく見かけます。突いて歩かないのです。興味の
ある人は、注意して見てください。また新しいステッキ・

スタイルを発見できるかもしれません。
自分から、なかなか進んで買い求められない人。おしゃ
れなステッキという世界を知らない人。購入したくても、
どこで買ったらいいのかわからない人などが、まだたくさ
んいます。
しかし、時代が移り行く中、若い人が祖父母や両親を案
じてステッキを贈るという事が増えてきました。また、老
いや身体の変化を後ろ向きに捉えるのではなく、かけがえ
のない自分の人生に対するご褒美として、自分用に購入す
る人も出てきました。ステッキはファッションとして、ま
た人々の生活の一部として当たり前に存在し、自由に選び
自由に使える時代となってきたのです。

◆
山田さんはステッキに感謝を込めて、毎年 11 月 5 日に
日本で唯一の「杖の清め祓い」を行なっています。古代、
天照大御神を最も良い場所におまつりするために、倭姫命
が、大御神の御杖代（みつえしろ）として、杖を突いて諸国
を巡り、「この国に鎮座しよう」との御神託を聞いた場所
が伊勢の地、今の伊勢神宮のある場所でした（「日本書紀」
伊勢神宮起源譚）。11 月 5 日は倭姫命ゆかりの日であり、
日本中から亡くなられた人の杖や、古くて壊れてしまった
愛用のステッキなど、寄せられたステッキを清め祓いさせ
ていただいています。その後、使えるものはリユースし、
毎年地震や津波などの被災地へ送っています。2011 年の
東日本大震災では 100 本以上のステッキを送り、利用して
いただきました。
文化事業として、2010 年「ステッキなステッキ展」（ヒ
ルトン東京B1特設会場）、2013 年「C．チャップリン＆
愉快なステッキ展」（大丸東京店 10F 特設会場）を開催しま
した。ステッキを作る職人が、段々少なくなってきた昨今、
山田さんは、「100 年越えたアンティークのステッキは、
今でも輝いています。傷付いた天然木のステッキは、風合
いとなり趣が出ます」と言い、世界初の常設のステッキ博
物館を開く事を目指しています。国によってステッキも
様々。王侯貴族が愛用した高価な、また当時最高の技術を
凝らした一点もの。古事記や日本書記の時代から用いられ
る祭事用の神々の杖。ステッキを通して、世界の歴史や文
化から生活までを見せる。「ステッキって、こんなに面白
い」と知らせるのが夢だと言います。「多くの人に、ステッ
キを心から楽しんでほしい」との願いを込めて。

◆
最後に、ステッキについてもっと知りたい人には、矢野
憲一氏著の「杖」（法政大学出版局）をお勧めします。
山田澄代さんについては、監修・平林冽氏の「杖と歩行
器がわかる本―歩行を守るいきいきマニュアル」（医事出版
社）に執筆。また、高嶋健夫氏著の「障害者が輝く組織」（日
本経済新聞出版社）にも取り上げられています。
文中の「転倒予防医学研究会」についての情報は、
http : //www.tentouyobou.jp/ をご覧ください。
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